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                  要   旨 

近年、薬剤耐性菌は国内外で急速に拡大しており、医療機関における院内感染による発生だけでなく、高齢者施設

での感染も見られる。感染拡大を防止するには、薬剤耐性菌の種類や感染経路、拡散程度等の発生動向を正確に把握

し、医療機関等へ速やかに情報を提供する必要がある。現在、発生動向の情報発信は各県独自に実施しているが、薬

剤耐性菌による院内感染は、各県内にとどまらず人や物の移動により県を超えて発生する可能性がある。他県の情報

を得ることで薬剤耐性菌の種類の予知、意識の向上が図られ、医療現場等での対策により被害の防止が期待できる。

そこで今回、四国の地方衛生研究所において、各県の状況を把握し、検査結果や情報を収集して共有化し、より広域

的な情報発信のための「４県連携ネットワーク」を構築した。 

また、「４県連携ネットワーク」の機能を充実させるためには、情報の提供内容の統一化、信頼性が重要であるこ

とから、共有する検査情報をルール化するとともに、薬剤耐性菌の新しい検査技術を習得し、技術の向上を図った。 

                                               

     キーワード：四国４県連携施策 薬剤耐性菌サーベイランス 地方衛生研究所の機能強化 

 

Ⅰ はじめに 

 薬剤耐性（Antimicrobial Resistance：AMR）は、近年

世界中で急速に拡大しており、死亡数の増加、入院日数

の延長、医療費の増加が問題となっている。その中で特

にカルバペネム耐性腸内細菌科細菌（Carbapenem-resis

tant Enterobacteriaceae：CRE）は重要な治療薬のカル

バペネム系薬剤に耐性であり、動向・監視が重要な菌で

あることから、平成２６年に、CRE感染症が感染症法の５

類全数把握疾患に追加され、平成２９年３月２８日厚生

労働省課長通知により、CREの届出のあった場合、地方衛

生研究所で薬剤耐性遺伝子を解析し、地域内の医療機関

等への情報提供を行うこととされている。薬剤耐性菌に

よる院内感染は、各県内にとどまらず人や物の移動によ

り県を超えて発生する可能性があることから他県の検出

状況を知ることで、薬剤耐性菌の種類の予知、意識の向

上が図られ、医療現場等での対策により被害の防止が期

待できる。 

四国では、四国４県連携施策を平成１９年度より公募

しており、４県が一体として取り組むことにより、四国

の総合力の向上や効率的な対応が期待できるテーマを採

択している。平成３０年度に「地方衛生研究所の機能強

化事業・薬剤耐性菌サーベイランスに関する４県連携ネ

ットワーク構築と検査技術の向上」が承認され、連携事

業を行ったので報告する。 

 

Ⅱ 実施状況 

１ 第１回協議会並びに所長部会・検査部会 

期日：８月２２日（水）～２４日（金） 

開催場所：香川県環境保健研究センター 

（１）第１回協議会 ８月２２日（水） 

出席者：１３名 

内容：協議会会則・年間計画の承認 
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講演：「薬剤耐性菌感染症の発生動向と検査法につ

いて」 

講師：国立感染症研究所薬剤耐性研究センター第一

室 松井真理主任研究官 

出席者：３５名（保健所、本課、医療機関、食肉検

査所を含む） 

（２）第１回所長部会 ８月２３日（木） 

出席者：７名 

内容：薬剤耐性菌に関する情報共有について、次年

度提案事業について 

（３）第１回検査部会 ８月２３日（木）～２４日（金） 

出席者：１１名 

内容： 

・各県の検討議題、４県連携ネットワーク構築につ

いて協議 

・講義「薬剤耐性菌の検査について」及び技術研修 

「ディスク法のポイント」 

講師：国立感染症研究所薬剤耐性研究センター第一

室 松井真理主任研究官 

技術研修では、４県から持ち寄った菌株（ESBL、Amp 

C、IMP-1、IMP-6、GES）と、OXA-48、NDM、KPCの標準菌

株を購入し、研修に使用した。 

判定に苦慮した株は、PCRでOXA-48と同じ位置にエキ

ストラバンドが検出され、ディスク法では、AmpCとなっ

た株であった。 

このような事例の場合は、異なったプライマーを用い

た PCRで確認するということをお教えいただいた。 

研修の後、今回の事業で何をするかについて、協議し

た。 

情報共有のため担当者のメーリングリストと４県で共

通の標準作業書（SOP）を作成し、SOPの範囲は４県とも

必ず検査することを確認した。 

薬剤耐性菌の情報は、担当者での共有情報と一般公開

できる情報を分けて作成し、担当者情報は、CRE の検出

保健所、菌種名、カルバペネマーゼ遺伝子、渡航歴を半

年ごとに集計した後、メーリングリストで情報還元する

ことになった。 

一般公開情報では、４県分の菌種名とカルバペネマー

ゼ遺伝子情報を月ごとに集計しホームページ（HP）に公

開することとした。 

薬剤耐性菌についての情報発信では、啓発用チラシを

作成し、同じくHPで公開することになった。 

保健所、医療機関等への情報提供として、薬剤耐性に

ついての説明用スライドを作成し、各県がそれぞれ分担

して行った。 

２ 第２回検査部会 

期日： １０月１８日（木）～１９日（金） 

開催場所：愛媛県立衛生環境研究所 

出席者：９名 

内容： 

・技術研修 「カルバペネマーゼ検出法 Carba NP 

test, mCIM, eCIM」 

・各県の検討議題、４県連携ネットワーク構築につ

いて試行後の改善点等の協議 

Carba NP testは、96穴プレート、0.2mlチューブ、

1.5mlチューブでの使用感も同時に検証した。 

IMP-6 は松井先生の講義にもあったように反応が遅い

ことを確認した。 

この他、MEGA を使った IMP-1 型シークエンス解析や

JANIS データで各県の薬剤耐性傾向の確認、テーマ以外

ではMLVA解析を見学した。 

時間の関係で高知県が参加した「感染研、研修応用コ

ース」は資料による伝達講習となった。 

３ 第３回検査部会  

期日：１１月２９日（木）～30日（金） 

開催場所：徳島県立保健製薬環境センター 

出席者：６名 

内容： 

・技術研修 「薬剤耐性菌のタイピング解析（PFGE）、

ボロン酸、クロキサシリンの精度管理の検討、VRE 

のMIC 測定」 

・各県の検討議題、各県作成資料の進捗状況の確認 

タイピングコースⅠの伝達講習を中心に行った。 

院内感染事例が起こった場合、同一由来株の伝播か、

同一のプラスミドによる伝播かを判定する必要がある。

地研では、最初に薬剤耐性遺伝子を調べ、薬剤耐性遺伝

子と菌種が同じ場合、パルスフィールドゲル電気泳動法

(PFGE）を行い、同一由来株かどうかを調査する。四国４

県は、国立感染症研究所にプラスミド解析を依頼してい

る。 

食中毒事例は短期間に患者が発生するので、菌株の変

異が少ないが、院内感染事例では、菌株の検出期間が長
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いので、ゲノム変異が起こっている可能性があり、同一

由来かどうかの判定が難しいことがある。そのような場

合の考え方やPFGEの手技の注意点などを共有した。 

VREは、EF培地でE. faecalisはレンガ色、E. faecium

は黄色になり、菌名が推測できた。VRE の薬剤感受性試

験では、感受性試験結果と菌名で遺伝子の予測が出来る

ことを確認した。 

信頼性確保のための精度管理は、PCR は陽性コントロ

ールを、薬剤感受性試験は標準菌株を用いて行っている。

表現型の精度管理も必要と考え、各県が作成したボロン

酸、クロキサシリンで阻止円に差が見られるかを検証し、

感染研マニュアルどおり作成すれば、同じ結果が得られ

ることが確認できた。 

４ 第２回協議会並びに所長部会・第４回検査部会 

期日：２月１４日（木）～２月１５日（金） 

開催場所：高知県衛生環境研究所 

（１）第２回協議会 ２月１４日（木） 

出席者：１３名 

内容：協議会事業報告等 

（２）第２回所長部会 ２月１５日（金） 

出席者：６名 

内容：４県連携事業の今後の取り組み等について協 

議 

（３）第４回検査部会 ２月１４日（木）～１５日（金） 

出席者：６名 

内容： 

・技術研修 「薬剤耐性遺伝子検出 Multiplex PCR

試薬の検討」 

・各県の検討議題、４県連携ネットワーク運用につ

いて、各県作成資料の取扱いについて 

  薬剤耐性菌リファレンスセンターから提示された

multiplex PCRのプライマーを購入・調整し、陽性コン

トロールで増幅を確認し、４県で分割した。 

また、各県が分担作成した資料の取扱いについて協議

した。 

 

Ⅲ 事業成果 

１ 薬剤耐性菌に関する情報の収集・解析・提供機能の

強化、ネットワークの構築 

（１）検査担当者のメーリングリストを作成した。 

     薬剤耐性菌に限らず、担当者間で検査全般の情報

共有が図られた。 

（２）４県担当者での薬剤耐性菌の共有情報の内容と様

式、送付方法を決定し運用した。 

    ４県の検出状況を知ることで、他県のカルバペ

ネマーゼの種類の傾向が把握でき、香川県の検出

状況との比較ができるようになった。 

（３）医療機関等一般公開の薬剤耐性菌情報の内容を協

議し、HPに公開した。（図１,２） 

     2017年、18年四国４県で届出のあったCREの遺伝

子型はIMP型のみであった。 

菌種は、IASR報告では、四国ブロックから検出さ

れるIMP型遺伝子はEscherichia coliが多かった

が、2018年はKlebsiella pneumoniaeと同数であ

った。 

（４）啓発用チラシを作成し、HPに公開した。（図３） 

HPに掲載することで、一般県民への啓発活動を行

うことができた。 

（５）保健所、医療機関等への説明スライドの作成し、

必要に応じ用いることとなり、保健所・医療機関

の職員への情報提供の資料の準備が整った。 

２ 薬剤耐性菌に関する検査技術の向上 

標準作業書・作業記録簿の作成 

4 県が同じ標準作業書に基づき検査を行うことで、

検査技術が標準化し、データの信頼性が確保された。 

 

Ⅳ 連携したことによるメリット 

 四国４県が連携し取り組むことにより、香川県単独で

は難しい国立感染症研究所の先生による講演会・研修会

を行い、４県の検査技術の向上、標準化がなされ、検査

結果の信頼性を確保することができた。 

 信頼性のある検査データを元に作成された４県の薬剤

耐性菌検出状況をHPに掲載することで、一般県民、医療

機関等に情報提供することができた。 

  他県の施設を見学することで、各県の検査機器の保有

状況やどのようことを行っているかを知ることができ、

自他設の作業の見直しに役立った。 
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各県でお世話になった方  々

高知県衛生環境研究所  

川崎敏久所長、松本道明先生、甲藤広一先生、谷脇妙先

生、尾﨑早矢香先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

愛媛県立衛生環境研究所 

四宮博人所長、青野学先生、仙波敬子先生、木村千鶴子 

先生、阿部祐樹先生 

徳島県立保健製薬環境センター 

上岡敏郎所長、嶋田啓司先生、飛梅三喜先生、篠原礼先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊平成29年3月28日付 健感発0328第4号「カルバペネム耐性腸内細

菌科細菌（CRE）感染症等に係る試験検査の実施について」通知に基づき、

届出のあった薬剤耐性菌について実施 

 

図１ 四国4県カルバペネマーゼ遺伝子検出数 
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図２ 四国４県ＩＭＰ型遺伝子検出菌種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 一般啓発用チラシ 

 

 


